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【目的】シリコーン樹脂は、深紫外光に対して耐性を持たないので、１）深紫外(λ<300nm)の LED の

樹脂封止にはフッ素系樹脂が必要とされる。2）既に、末端基に関して、-CF3のみが利用可能であ

ることは報告した 1,2)。今回は、波長 250 nmで 90 ％以上の透過率を有する主鎖構造の異なる 2 種

類のフッ素系樹脂を比較し、主鎖構造に係る劣化機構について報告する。 

【実験】フッ素系樹脂として、①パーフルオロ-2, 2-ジメチル-1, 3ジオキソル(PDD)とテトラフルオロ

エチレンの共重合高分子(PDD-co-TFE) 樹脂と、②末端基は-CF3のパーフルオロ-4-ビニロキ-1-ブテ

ン(BVE)の重合高分子を比較した。①については、末端基は-CF3と共通であると推定されることか

ら 主鎖の比較を行った。Fig. 1 に各々の分子構造を示す。 

【結果と考察】PDD-co-TFE 樹脂で封止したサンプルは、350 mA、832 hで電極部の変色が観察された

が、BVE樹脂の場合は、電極の変化は観察されなかった。PDD-co-TFE 樹脂に UV 照射し、赤外吸

収と昇温脱離質量分析を行ったところ、UV 照射後のサンプルについて、赤外吸収スペクトルに

>C=O 系の吸収が現れ、昇温脱離質量分析では CO2、CFO の発生が観測された。PDD の UV照射に

よる分解が明らかとなった。さらに、PDD-co-TFE 樹脂の分解機構について考察する。 
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Fig.1, Molecular structures of (a) 

co-polymerized PDD-co-TFE resin and (b) 

homo-polymerized BVD resin with CF3 

terminal.  

Fig. 2, Microscopic picture of the DUV-LED 

sample with the wavelength of 262 nm, 

encapsulated with PDD-co-TFE operated at 

350 mA for 832 h.  Color change (pointed 

with an yellow arrow) was observed at the 

electrode.  
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